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農
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價
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々
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
農
地
改
革
は

r

自
作
農
創
設

J
Q
、

た
だ
，
一
層
の
徹 

底
化
に
す
ぎ
な
い
と
'す
る
も
の
、
國
家
獨
占
資
本
と
全
農
民
と
の
■
立
を 

蕋
軸
と
す
る
辟
造
變
化
え
の
製
機
と
す
る
も
の
、
そ
の
な
か
で
も
そ
，の
こ 

,

と
に
“1

ュ

ァ

ゾ

ス

を

も

た

し

，め

.て
い
る
も
の
、
等
々
が
^
る
が
い
つ
れ
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一：.
5し
で:-
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-

農
地
改
_

本
猶
嵐
敗
餘

-'
0
'

_

づ
*

茗
_

ば
抵
_

ぴ
：
^

-

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
し
て
そ
の
一
つ
の
大
き
な
理

m
と
し
て
山
林
解 

放
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
こ
と
が
、あ
げ
ら
札
て
い
る
。
‘.從
つ
で
農
地
改
筚
後 

.
に
お
け
る
地
主
制
殘
存
め

)

據
點
が
山̂

所
有
に
求
め‘ち
れ
て
い
る
の
，も
，

ン'1

,あ
だ
常
然
と
肯
わ
众
げ
狀
谁
な
ぢ
な

^'
ー
ん
啟
言
起4
山
林
が
紀
龙
耕#
 

の
た
め
の1
給

肥

料

給

源

地

と

丄

て

^

す

る

意

味

の

み

で

、

「 5

林
地
主」 

と
い
ぅ
こ
と
が
言
わ
れ
る
に
f

な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
金
肥
が
廣
汎
に 

,

«r
及
し
、
ま
た
劳
及
し
つ
つ
あ
る
現
把
に
お
い
て
は
、
そ
ん
な
に
大
き
な
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地
位
を
；
£

1

め
る>

の
ど
は
言
い.

得
な
い
の
で
は
な
か
ゐ
う
か
？
I l
l

林

琢

■

,

有
者
と
しV

の
t

w

林
地
主」

，が

謹

と

せ

ら

水

る

場

令

に

’

は
、
も
つ
と
，

'

廣
く 

S

S

S

> .

も
言
ラ
べ
き
硏
究
分
野
が

_

招

さ

，
る

べ

き

で

あ

:

ろ
う
。
そ

の

ょ

之

立

場

か

ら

统

明

し

ズ

こ

そ

、
地
主
制
殘
存
の
て
據
鄹

, >

と
.

さ

れ

て

い

る

「

山
林
地
主」

，の
意
味
と
性
格
も
明
か
に
さ
，れ
得
る
の
で

,

.

は
な
か
ろ
う
か
？

し
办
る

.

に
、
從
來
こ
の
分
野
は
殆
ん
ど
前
人
未
踏
と

も
言
う
べ
き
狀
態
で
あ
っ
た
。

•

今

ま

で「

無
風
帶
で
あ
わ
た
と
の
部
門
え

,

の
討
論
的
嵐
の
.

チ
ヤ
‘

ン
ス
，

」

.

を
あ
た
え
る
べ
く
、

「

称
業
經
濟
學
確
立
へ

た
.

も
の
，が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
石
渡
、良

雄

氏

の

「

林
業
地
代
諭

」

■

で
あ
る
。
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'
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石
渡
氏
は
問
題
の
手
掛
り

'

と
し
て
、「

林
學
會
の
：意
見
.

を
代
表
も
う
る
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業
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策(
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變
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謬
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、
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の
上
で
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農
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に
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鉢
業
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至
農
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颂
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ら
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疇
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時

的
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を
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接
把
掘
せ
ず
、
そ
れ
ら
の
同
時
的
存
在
ま
で
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經
路
と
過
程
を
歷
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的
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觀

し
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め
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五
、
そ
の
た
め
、
林

荣

の

謹

が

議

に

非

ざ

る

林

業

か

ら

議

と

•し
、
' 

て
の
又
は
議
的
面
の
多
い
林
業

(

造
杯
ッ
ラ
ス
採
取
業

)

克

の

醫

で 

あ
る
こ

と

、を
歴
史
的
論
理
的
に
考

，
.¥

る
こ

と
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三

〇

頁

)

，
ノ 

こ
の
五
つ
の
命
題
え
の
整
琎
に
よ
つ
て
明
か
身
る
如
く
、
灌

に

お

付

齒

：顏

變! -
_

_

_

«

薦

麗

聽

鐵
1

_

變

ゅ

，黾

す

る

こ

ど

に

「

禁

縣

誘
p

f

''̂
'

の

霍

の

よ

り

鯊

な糧

を
明
膨
に
赃
源
€ -
^

め
る」

べ
九
六
貢

)

鏈
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

。

’

■

■
.

こ
_

_

の

麵

■

■

蘭

麵

_

ー-~
1
:觀

靈

■

■

■

紫

,

塞

.

(

第

三

窜

)

を
^

^
ず

-̂
)
。

そ

こ

に

お

い

て

、

k

始
林
、
天
籠
収
業
と
し 

.
■
が
_

の
1

^

程̂
^:
餐

め「

'-
1
'山
1

猶
«

.

:

^

^

^
過
1

滅
ぐ
ー

、
衰

囊
_

_

親

差
_

池

鎌
_

的
、
：
|

^

^

_
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1

31:
'
.
'
-
'

ト

を「

豐

度

」

，よ

り

-も

「

啦

置

」

に
;'
®

く
。
そ
れ
に
關
連
し
て
^

業

^
お 

け
.

る
！̂

^

^

1
.

於
態
形
成
の.
.特
殊
性
食
考
察
し
、
更

^
^
働

靆

像

が

•
,

に
，！

よ
ぅ
’匕
し
て
い
る
。
し
か
し
、
鉢
業
が

T

林
池
の
獨
占
に'恶
I O
く
經 

營
で
あ
り
、
差
翦
代
の
一
條
件
を
形
成
す
る

'

」

ー.點
に
ぶ
い
て
‘、'

「

本

質
- 

6

暴
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
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(

九
八
頁)

と
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林 
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歡
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，
■

の
：
；〉

、
で
は
あ
っ
て
も
、

‘

值
接
的
に
は
、r

資
沐
を®

迪
す
る」
も
の
で
も
な
く 

,

..「

資
本
の
發
展'

に
と
っ’
て…

…

桎
機
~

と
な
る-

la -

二
- A

頁
' V
,
も
の

で

も

な

，

'
"

い
。
装

p
r

「
~
l

ら
S

偽

の

馨

的

價

値^ '

る
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地

代

部
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V
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法
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德

傾

：̂
孫
邻®

間
^
'
商

換

ヒ

汝

却

す
^

生
：： 

產

と

の

義

の

上

に

、

•

人
亂
敗
働
の
對
象
的
•
物
机
形
態
と
し

て

の

償
値 

が

ぞ

の
/Ti
t
,# '

的
性
^
を

實

乳

す

る

仕

方

か

ら

生

ず

る

も

の

だ

か

ら

で

- !
>

.
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;
3

^

1

^

^

.

1雙

策
1

§

^

1

_

條
€

:

ず

务
: ^

湖
潘
靡
部
烈
尤
满

1 -
-

は
、

〈 

.

市
場
廣
値
法
則
が
偏
倚
を
受
け
る
こ
と
か
ら
生
、じ
て
い
る

.

に
す
ぎ
な
い
の
*

’ 

• 

で
あ
る
。

こ
の
點
、

'

士
地
坐
產
物
、の
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令

ホ
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へ！

龄

漏
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如

簾
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謹

以

關
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造
.
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林
で
も
同
じ
，た
。
だ
が
人

H

造

成

で

は

最

劣

等

地

の

材

木

價

格

が

債

蟹

'

‘

T .
1

な

i

ビ

C

石
渡
氏
に
ょ
れ'^
こ
れ
は
人
エ
造
林
資
本
の
囘
轉
の
無
彌 

’

.

の
長
期'

性
に
ょ
ふ—

y l

用
啬)

。
そ
れ
ゆ
え
人
エ
造
淋
の
場
合
界
は
、

，トH -
一
 

殷
農
槳
の
場
合
僂
値
の
規
準
が
最
劣
等
地
と
な
る
の
.で
不
等
な
高
い 

社
#.
的
價
値
を
形
成
さ
せ
'

る

、

肖

そ

の

寒

礎

の

上

で

差

^

^

代

が

形

成

さ
 

.

パ
，れ
不
當
か
價
値
量
は

.

一
層
增
大
し
て
商
品
市
場
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
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'

パ

、

*

:

,

五
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£
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1
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H
田
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看
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餘
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第
四
ヤ
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第

彐
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•

地
主
の
ふ
と
こ
ろ
に
歸
屣
す

^ ,

、1l
:

さ
ら
に
：そ
の
蕋
礎
の
座
で

、
' 
そ
れ
に
：
 

.

人H
迆

林

業

は

變

北

を

與

え

る

卽

あ

，
、

最

i

地
の
材
木
於
產
價
格
亦
そ
.
 

の
社
會
的
價
値
以
上
で
^

る

こ

と

、

そ

れ

，ゆ

え

優

良

地

で

は

，よ

い

一

層

價 

:

値
以
1

の
慎
格
蛰
が
私
大
1

で
ゆ
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

-

そ
の
一
結i

韻
地
代:
 

、

，
，

の̂

^

<は
、'
そ
れ
だ
，け*

1

姊
上
の
價
格
の
擀
大
を
資
本

.の
再
、生
產
過
，程
：
 

,

*に

授

げ

込

む

，
こ

と

と

な

る

。

㈣

そ

こ

で

、

貧

本

の

苒

生

產

過

程

は

-
、

價

値

_

ハ.

■

の̂

^

S

讓

麗

1

き

疆
,

観

驗

顏

類
1

,

る
？
そ
れ
ら
の
商
品
が
稗
生
產
過
程

.で
自
已
を- «
-
徹
し
ズ
ゆ
く
限
り
、
他

：
 

の
商
品
は
債®

下
に
し
か
實
現
し
得
な
ぃ
，。
し
加
轳
、
そ
れ
が
土
地
經 

.

營
の
獨
占
に
よ
る%
.の
で
あ
ジ
、
そ
し
て
差
額
地
代
は
地
主
の
ふ

A
/
、A j.

ろ 

;

を

喊

歸

麗f:

务

數

赏

ぁ

；备
.限
ま
淡
で

は
、
さ
き
の
農
榮
に
お
け
る
差
額

g

代
の
不
當
！1
ー
般
’
と

異

な

つ

灸

意

味 

' 

，で
、
よ.り
强
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